
  

都市計画マスタープラン（素案）への提案① 

 

 多摩市役所本庁舎建替基本構想（令和５年２月策定）では将来の市役所の姿として、平常時には駅近機

能等市内施設とネットワークをつないで司令塔して行政サービスを展開し市民の暮らしを支える、災害

時には避難所や駅近機能等とネットワークをつないで「防災指令拠点としての機能」を確実に発揮し市民

とまちの安全を守ります。現在、基本構想を基に基本計画を策定しているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇災害時には庁内各対策部、東京都、自衛隊、消防、警察等の関係機関が一堂に会して、迅速かつ的確

な情報の収集・発信・伝達機能を十分発揮するとともに、連絡調整や各種事務作業を行います。 

〇近年では NPO/NGO などの支援団体等との連携も、災害対応の際には重要となっています。 

 〇災害発生時には、これらの関係機関や団体等が、災害対策本部を設置する市庁舎に参集する、また、

市職員が市内の避難所や被災地域へ支援のための出動をすることを想定し、市庁舎へのアクセス性を

向上させることは、迅速に対応する機能を強化させる重要なポイントです。 

  

 

 

 

上記の状況を踏まえ、都市計画マスタープラン（素案）に新庁舎の位置づけの記述を提案します。 
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災害時における将来の市役所全体のサービス提供の姿  将来の市役所全体のサービス提供の姿 

第１章 都市計画マスタープランについて 
 
第２章 まちの現状と課題 
 
第３章 まちづくりの基本方針 
１ まちづくりの将来像 
２ 将来都市構造 
３ まちづくりの方針 
３－１ にぎわいづくりの方針 
３－２ 都市基盤ネットワークの方針 
３－３ 水とみどりの保全・整備の方針 
３－４ 安全・安心のまちづくりの方針           P80（4） 
３－５ 生活環境づくりの方針 

 
第４章 拠点別・地域別生活まちづくりの方針 
１ 拠点別・地域別生活まちづくりの方針 
２ 拠点別まちづくりの方針                                追加提案 
３ 地域別生活まちづくりの方針 
 

第５章 計画の実現に向けて 

このため本庁舎の建替えという機会を捉え、道路等の基盤整備を面的整備の手法により敷地の整形化や

集約化を行うことで、防災指令拠点となる市庁舎へのアクセス性を高めることは、市内全域での災害対応

力の向上に直結するものである。安全・安心のまちづくりにとっても重要なポイントと考えています。 
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・多摩市役所は、防災指令拠点としての機能が求めらています。
　市役所の敷地内外には、市道、都道や民地が点在しており、人や車のアクセス性向上のため、道路等の基盤整備を面的整備事業の手法により敷地の整形化や集約化を行うことが求められています。
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・多摩市役所は市の中心となる災害対応の拠点として、防災性の向上を目指し、面的整備事業の可能性を検討します。
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市役所本庁舎建替えを契機とした面的整備事業の可能性を検討
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（防災指令拠点）




